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県立銚子高校の学校設定教科「防災の学び」と 

「総合的な探究の時間」を活用した協働的な探究学習の実践 

 

１．はじめに 

  本校は千葉県北東部、銚子市に位置しており、周囲を太平洋、利根川に囲まれた自然豊かな

環境で日々の教育活動に励んでいる。銚子市はジオパークに認定されており、犬吠埼や屏風ヶ

浦など、地質学的に重要な対象が身近な場所に数多く存在している。 

そして、本校は平成２６年度から、「県立学校改革推進プラン」第１次実施プログラムにおけ

る「社会のニーズに対応した教育」として、学校設定教科「防災の学び」を実施している。古

くから災害と向き合ってきた日本という国で、これからの未来を担う高校生に、「自助・共助」

の精神を養うとともに、地域の防災リーダーを育成することを目的として、学習を深めてきた。 

  また、学習指導要領の改訂に伴い、「総合的な探究の時間」が先行して実施され、自己の在り

方生き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成すること

を目指すこととなった。本校では「防災の学び」を中心とした防災教育や、ＳＤＧｓの理念を

踏まえて自らの生き方を考察するキャリア教育を柱とし、生徒自身及び地域の課題を設定・探

究し、成果発表会「県銚アカデミア」で自らの考えを発表することで、表現力・発信力の育成

に取り組んできた。 

  それらを含めた安全教育及び安全管理に関する取り組みが評価され、令和２年度には「令和

２年度学校安全表彰～文部科学大臣表彰～」を受彰し、令和３年度は内閣府等主催の「防災教

育チャレンジプラン」に採択され、より一層、学習内容の充実を図っている。 

 

２．目的 

東日本大震災から１０年を迎え、東北の被災地とともに、銚子市や隣接する旭市も復興を遂

げてきた。生徒並びに教職員はこの１０年間、地域住民、各市町村の関係者が復興を支えてい

る姿を目にしてきた。そこで、「防災の学び」と「総合的な探究の時間」を活用し、探究学習の

課題を見つけ、地域住民や生徒同士の協働的な学びをとおして、自分の勉強したいことや自分

の強みに気付かせる。 

 

３．取組 

（１）防災の学び 

生徒：「防災の学び」をとおして、災害について漠然としていた知識がより具体的なものとなった。 

積層図を作成し、ジオツアーを行うことで、地域の危険箇所を知ることができた。 

教員：講義中心の授業から、主体的・探究的な活動を中心とした授業に転換したことにより、生 

徒の生き生きと学ぶ姿が見られた。 

地域の教育資源を活用し、教育の質を向上させることができた。 
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①積層図作成 

積層図は東日本大震災で津波の被害が大きかった地域に加え、銚子の危険箇所を選んで作成し

た。 

 

 

 

 

 

 

②ジオツアー 

ジオパークと協働し、作成した積層図の範囲を歩き、どのような場所が危険か考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

③特別授業｢津波の行動科学｣ 首都大学東京 教授 市古 太郎 先生 

 

 

 

 

 

 

 

④双葉小学校、銚子中学校での防災プレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

⑤避難場所体験学習（実施予定） 

不足した食料をどのようにして分かち合うか等考えさせ、災害時の人権問題について探究学習

を行い、人権を尊重した行動をとれるようにする。 

 

 

生徒：津波避難行動の調査で見えてきた

ことについて知ることができた。今後、

課題研究にいかしたい。 

生徒：緊張したけど、小・中学生の役に

立ててよかった。 
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（２）総合的な探究の時間 

①県銚アカデミア（課題研究発表会） 

助言者・審査員として千葉科学大学・ジオパーク・銚子市危機管理室の方々を招くとともに、

地域住民の方々に参加していただいた。 

生徒が付箋に書いた意見や感想を「課題探究の樹」に貼付けた。 

生徒：地域の方々から情報を受け取るだけでなく、発信することが必要であることに気付いた。 

課題研究及び発表会を実施することで、思考力・表現力が身に付いた。 

筋道を立ててわかりやすく伝える力が不足いていることに気付いた。 

 

 

 

 

 

 

②確かな学びの早道「読書」事業と連携した探究学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ビブリオバトル校内大会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒：本選では、伝えたいことの

７割くらいしか話せなくて残念

だった。 

生徒：図書館を利用する機会

が増えた。 
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④出前授業「ＥＵがあなたの学校にやってくる」 

ドイツ外務省アジア・太平洋局長 イナ・レーペル 先生 

 （千葉県教育委員会 魅力発見！ 令和元年９月１０日掲載） 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

オランダ王国大使館 二等書記官 マルヨレイン・イェヘリングス 先生 

（千葉県教育委員会 教育フォトニュース 令和２年１１月２４日掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤自立のための夢授業 「女浪曲師誕生秘話」 玉川 奈々福 先生 

 同窓会と協働し、キャリア教育の一環として生徒の職業観・勤労観を育んだ。 

 

⑥防災教育チャレンジプランに採択 『復興』をテーマにした学習の実施 

 令和４年１月１７日（月）最終発表会 

（千葉県教育委員会 教育フォトニュース 令和３年２月２５日掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒：ＥＵやドイツについて、身近

に知ることができた。 
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⑦銚子市内３校で新型コロナウイルス感染拡大防止のポスター作成 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧自然科学クラブの海流瓶が放流から３７年後にハワイ島に漂着～１９年ぶり５１本目～ 

  写真は返送された手紙と生徒が送ったお礼の手紙と記念品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ＳＤＧｓ特別授業「様々なものを運ぶ海の流れ」（１１月２４日実施予定） 

東京大学大気海洋研究所 国際連携研究センター長・教授 道田豊 先生 

今般の海流瓶をはじめ、海流散布植物の種子、魚などの卵稚仔、近年問題のプラスチック 

 などが海流でどのように運ばれているか等について探究する。 

 

銚子駅・銚子市役所・市

内小中学校に配布し掲示

してもらい、市民から好

評を得た。 

 

奇跡に感動！ 

海を越えた縁を大切

にしたい！ 
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４．広報・報道実績 

・新聞各誌、各種ネットニュース、ＮＨＫ首都圏ネットワーク、漂着物学会 令和３年 

自然科学クラブの海流瓶が放流から３７年後にハワイ島に漂着～１９年ぶり５１本目～ 

・千葉県教育委員会 「県教委ＮＥＷＳ ４月号 VOL.272」令和３年４月掲載 

・千葉県教育委員会 「教育フォトニュース」 令和３年２月２５日掲載 

・千葉県教育委員会 「教育フォトニュース」 令和２年１１月２４日掲載 

・千葉県教育委員会 「魅力発見！」 令和２年９月１０日掲載 

・本校発行 令和２年度「県銚Ｎｅｗｓ 第８号」令和３年３月３０日発行 

      令和元年度「県銚Ｎｅｗｓ 第８号」令和元年１０月３１日発行 

・本校ＨＰに「防災の学び」のページを作成し、記事を掲載 

 

５．今後の方向性 

教育は校内で完結することなく、学校は地域の中に存在する視点を忘れず、以下の点を中心に地

域のニーズに対応した教育活動を実践する。 

（１）プレゼンテーションを校内だけでなく、外部へ発信する機会を設ける。 

（２）地域住民とともに避難訓練や避難場所体験を行う。 

（３）地域社会を担う様々な職業に就いた卒業生を招き、ディベートやディスカッションを行う。 

（４）教育内容を教科等横断的な視点で組み立て、ジオパーク・大学・企業等と連携し、協働的 

な探究学習を実践する。 

（５）一人ひとりの存在が認められている学校の指示的風土を形成し、自己肯定感を育む場や適度 

な挫折感を得られる場を提供する。 
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千葉県教育委員会 教育フォトニュース 令和３年２月２５日発行 
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令和２年度 県銚ＮＥＷＳ08 令和３年３月３０日発行 
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Hawaii Tribune-Herald 令和３年７月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージボトルを海に流し、それを拾う人間を天に任せる―――文学作品における古典的な
手法ではあるが、 
当時 9 歳の少女であるアビー・グラハムが、さびついたフタで栓をされた泥まみれの奇妙な形の
ガラスびんを見つけたとき、大人達は彼女が拾ったものが何なのか、すぐには分からなかった。 

「アビーは口を開くとこう言ったんです。『ねえ見て、メッセージボトルを見つけたわ』って」
アビーの母であるアンギー・グラハムは、雑誌の取材にそう答える。「私には単なるゴミのように
思われましたが、どうやらアビーにとってはお宝だったようです」アビーの父、ジョン・グラハ
ムはそう付け足した。アビーの姉、オーブリーでさえもメッセージボトルとは気づかなかった。
「そのあたりに住んでいる子が捨てたんだと思いました」 
 アビーは家族の素っ気ない態度にも屈することなく、このボトルが宝物であると信じて止まな
かった。「ボトルは砂の中に埋まっていて、私はそれを取り出しました。そして、お父さんにあげ
ました。何日か経って、私はボトルを開けてみました。すると、それは日本からやってきたこと
がわかったんです」 

中には旧式のタイプライターで文字が打たれたメモが入っており、見出しには大文字で「海流
調査」とあった。メモには、この調査が千葉県立銚子高等学校の自然科学部によって行われた実
験であることが書かれていた。「このメッセージボトルは、1984 年７月に日本の銚子の海岸から
流しました」37 年もの時を経て、4000 マイルの距離を旅してきたのだ。 
 父のジョンによると、アビーは将来考古学者になりたいらしい。「ボトルが開けられる前から、
娘はこれがお宝だと見抜いていたんです。インディアナ・ジョーンズも顔負けのトレジャーハン
ターになることでしょう」 
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令和３年９月１６日（木）朝日新聞 
 

 

 


